
⼀般社団法⼈ ⽇本⾔語聴覚⼠協会 令和 6 年度 春期都道府県⼠会会⻑会議 アジェンダ 
 

開催⽇時：令和 6 年(2024 年)7 ⽉ 6 ⽇（⼟）13：00〜16：30 オンライン開催 
 

【話  題】 
１．理事会からの報告事項 
Ａ．総務部 
１）失語症者向け意思疎通支援事業について 

 ・養成研修修了者の集い：7月 20 日（土）10 時 オンライン開催 

 ・失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修 

   10 月 26 日（土）～27 日（日） TKP 市ケ谷カンファレンスセンター 

２）会員マイページ 施設登録について士会会員への働きかけのお願い 

・全 6,502 施設中 1,394 施設（21.4％）が施設種類等の詳細登録がない状態(6/14 現在) 

Ｂ．広報部  
１）お知らせ 

・中⾼⽣向け広報について 
① 中⾼⽣向けの ST 広報⽤ポスターならびにリーフレットを作成予定。 
② 13 歳のハローワーク公式サイト 職業ランキング 3 位（2024 年 6 ⽉ 20 ⽇時点） 

２）各種広報関連情報の共有について 
・めざせ！ST（⾔語聴覚⼠） 
▶「なるほど ST BOOK」リニューアル：中学⽣・⾼校⽣向けにマンガを作成。 

  ▶ST 適性診断や⾔語聴覚⼠インタビュー等を掲載しています。 
３）パネル・ポスター等の活⽤について 
   協会ホームページからダウンロードが可能 
Ｃ．災害対策部 
１）令和６年 1月 1日の能登半島地震の発災直後から JRAT への支援協力 

・JIMTEF 災害医療研修修了者を対象として支援協力をお願いし、多くの会員から協力を得た。 

２）協会企画 

第 25 回日本言語聴覚学会 in 兵庫・神戸 において士会災害担当者同士の情報交換会を開催。 

アンケート結果（一部抜粋） 

① 参加都道府県：21 都道府県  
② 経験年数 21 年以上 42.1％、11 年～20 年 34.2％、6 年～10 年 5.3％、1 年～5 年 18.4％ 
③ 災害リハビリ研修を受けたことがない方 52.5％ 
④ 災害支援の協力 ある 53.7％ なし 46.3％ 
⑤ 災害支援の派遣協力について：協力したい方 82.9％ 

まだ分からない方 17.1％ 
Ｄ．医療保険部 
１）「令和 6 年度診療報酬改定の実態調査」への協⼒依頼 

・実施期間：2024 年 8 ⽉頃を予定 
２）医療保険部・介護保険部「令和 6 年度実務者講習会：成⼈基礎編、成⼈応⽤編」の広報 
【成⼈基礎編】 

・申込期間：2024 年 6 ⽉ 12 ⽇(⽔)13 時〜7 ⽉ 16 ⽇(⽕)13 時 
・開催⽇時：2024 年 8 ⽉ 17 ⽇(⼟)10:00〜17:00〜8 ⽉ 18 ⽇(⽇) 9:00〜15:00 

マイページより「勤務

先の部署登録」「対象

領域の登録」の確認を

お願いします！ 

 

ST を目指す若者の確保を 

みんなで頑張りましょう！ 

「支援をしたい」と 

いう方が多数！ 



  ・開催⽅法：オンライン講習会（Zoom） 
  ・対象：成⼈領域若⼿ ST（⽬安：1〜5 年⽬，「⾔語聴覚⼠のキャリアアップ」ステージⅠ・Ⅱ） 
【成⼈応⽤編】 

・申込期間：2024 年 10 ⽉ 16 ⽇(⽔)13 時〜11 ⽉ 12 ⽇(⽕)13 時 
 ・開催⽇時：2024 年 12 ⽉ 14 ⽇(⼟)9:00〜17:00 

  ・開催⽅法：オンライン講習会（Zoom） 
  ・対象：成⼈領域に勤務する中堅 ST（⽬安：6 年⽬〜，「⾔語聴覚⼠のキャリアアップ」ステージⅢ） 
Ｅ．介護保険部 
１）難聴⾼齢者⽀援研修会の開催について 

開催⽇時：令和 6 年９⽉ 29 ⽇（⽇）9：00〜12：20（予定） オンライン（ウェビナー） 
定員：会員 300 ⼈ ※地域リハビリテーション活動⽀援に資する⼈材育成研修修了者優先 
参加費：無料 
申し込み⽅法：協会HP 会員マイページ内研修会申込ページ 
申し込み期間：8 ⽉ 14 ⽇(⽔)13 時〜9 ⽉ 17 ⽇(⽕)13 時 
プログラム：講演「地域における難聴⾼齢者⽀援の意義」 

「通いの場における難聴⾼齢者⽀援−保健師の⽴場から」 
「地域包括⽀援センターでの⾔語聴覚⼠の取組と難聴⾼齢者⽀援の実際」 

Ｆ．学校教育部 
１）学校教育に関する都道府県⼠会活動報告（47 都道府県連携） 
  今年度、都道府県における学校教育に関わる⾔語聴覚⼠の先進事例の収集を⾏う予定。 

学校教育事業に先進的に取り組んでいる⼠会へ、活動報告として作成を依頼する。 
概要について 7 ⽉以降に配信。 

Ｇ．⽣涯学習部 
１） 報告事項 

令和 6 年度（2024 年度）⽣涯学習部研修会 
全国研修会 
l 全 6回 12 講座、リアルタイムオンライン（Zoom ウェビナー） 
l 全講座オンデマンドでの配信予定：https://www.japanslht.or.jp/article/article_2181.html 

6.9（⽇） 医療職のキャリアマップの作り⽅ 
-⾔語聴覚⼠のキャリア形成に向けて 

保⽥江美先⽣ 
（国⽴保健医療科学院） 

吃⾳に対する効果的な介⼊プログラム 原由紀先⽣（北⾥⼤学) 
7.21（⽇） 
  

回復期における⾔語聴覚療法 
-臨床推論の実際 

森⽥秋⼦先⽣(鵜飼病院) 

臨床実習指導者の育成について 内⼭千鶴⼦先⽣ 
（新潟リハビリテーション⼤学⼤学院） 

9.8（⽇） 
  

⾔語聴覚療法に使える統計の初歩 対⾺栄輝先⽣（弘前⼤学⼤学院） 
⽇本語の⽂法障害のみかた 
-成⼈と⼩児から 

藤⽥郁代先⽣ 
（国際医療福祉⼤学⼤学院） 

10.6（⽇） 
  

失語症の⼈の⻑期経過 
-社会参加、対話交流について- 

中川良尚先⽣（江⼾川病院） 

精神疾患への理解と対応  村井俊哉先⽣（京都⼤学） 

11.10（⽇） 半側空間無視のリハビリテーション ⽔野勝広先⽣（東海⼤学） 



  ⽿⿐咽喉科外来における「ことばの問
題」-⼩児の⾔語聴覚障害への対応  
早期診断から療育へ - 

阪本浩⼀先⽣（⼤阪公⽴⼤学） 

12.15（⽇） 
  

認知機能障害をもつ患者のディサース
リア、摂⾷嚥下障害への対応 

福永真哉先⽣（川崎医療福祉⼤学） 

保健医療政策と⾔語聴覚⼠ 深浦順⼀先⽣ 
（国際医療福祉⼤学⼤学院) 

 
認定⾔語聴覚⼠講習会：6 領域開催 

領域  
⾔語発達障害領域 第１回オンライン：７⽉６⽇〜７⽇（⼟・⽇） 

第２回オンライン：７⽉ 20 ⽇〜21 ⽇（⼟・⽇） 
第３回オンライン：８⽉３⽇（⼟） 
対⾯：8 ⽉ 18 ⽇（⽇）国際医療福祉⼤学成⽥キャンパス 

聴覚障害領域 第 1回オンライン：７⽉６⽇〜７⽇（⼟・⽇） 
第 2回オンライン：８⽉３〜４⽇（⼟・⽇） 
第 3回対⾯：９⽉７〜８⽇（⼟・⽇）北⾥⼤学医療衛⽣学部 

吃⾳・⼩児構⾳障害領域 第 1回オンライン：７⽉ 14〜15 ⽇（⽇・⽉祝） 
第 2回オンライン：９⽉ 15〜16 ⽇（⽇・⽉祝） 
第 3回対⾯：９⽉ 22〜23 ⽇（⽇・⽉祝）北⾥⼤学⽩⾦キャンパス 

失語・⾼次脳機能障害領域 第 1回オンライン：７⽉ 27〜28 ⽇（⼟・⽇） 
第 2回オンライン：８⽉ 17〜18 ⽇（⼟・⽇） 
第 3回オンライン：９⽉ 14 ⽇（⼟） 
対⾯：９⽉ 28 ⽇（⼟）帝京平成⼤学池袋キャンパス 

成⼈発声発語障害領域 第 1回オンライン：９⽉ 14〜15 ⽇（⼟・⽇） 
第 2回オンライン：12 ⽉ 14〜15 ⽇（⼟・⽇） 
第 3回対⾯：2025 年 3 ⽉ 1〜2 ⽇（⼟・⽇）杏林⼤学井の頭キャンパス 

摂⾷嚥下障害領域 第 1回オンライン：８⽉ 3〜4 ⽇（⼟・⽇）         
第 2回オンライン：９⽉ 21〜22 ⽇（⼟・⽇）       
第 3回対⾯：10 ⽉ 26 ⽇〜27 ⽇（⼟・⽇）⼤阪保健医療⼤学 2号館 

 
２） 令和 5 年度（2023 年度）⽣涯学習システム修了者の累計   
 基礎・専⾨修了者：いずれも福岡は全国 2 位 

都道府県別認定⾔語聴覚⼠取得者数：福岡は全国 3 位 
３） ⽣涯学習システムの改訂に関する検討状況 

(1) 現⾏システムとの移⾏検討 
(2) 取得単位管理システムの構築 
(3) 講座検討 等 

H．職能部⾨ 
・診療報酬改定のポイントについて説明がなされた。 
・処遇改善に結びついていない施設も⾒受けられる。今後実態調査を⾏う。 

２．連携体制構築について 
１）これまでの経過報告 

昨年 1月：士会・協会間の連携体制構築検討会(士会長８名、協会役員４名)を立ち上げ。 

九州は基礎講座・専門講座の修

了者が多いが認定 ST取得が少

ない。 

西側で認定 ST講習会の開催し

てほしいと要望しました。 



月一回の頻度で会議を開催。 

11 月：「都道府県言語聴覚士会と日本言語聴覚士協会の役割および連携体制構築の必要性について」

を報告書として取りまとめ。 

12 月：士会・協会間の連携体制構築推進会議(士会長 12名、協会役員 4名)を新たに発足 

本年１月：５月までに 5回の会議を開催。 

士会員および協会員向けの入会促進用広報資料（案） 

士会役員向けの説明資料（案） 

会員情報一元化に必要となる諸要件の整理 

 6 月 18日：第 1回士会・協会間の連携体制構築担当者会議（以下、担当者会議）を開催 

２）今後の進め方 

（１）会員情報の一元化に関わる確認事項の検討 

 会員情報の一元化を図り、事務手続きの効率化を目指すために、以下について検討、合意形成を図る。 

・新入会の受付窓口を全国協会で担うこと 

・会員の入会・退会に関わる規程等を改定すること 

・士会が参照できる会員登録情報の項目を選定すること 

・所属士会変更時の入会金・年会費の徴取に関すること 

（２）士会と協会への入会を促す取組の強化 

 ・動画を用いて協会員向けに士会入会を促す取組を開始。 

 ・士会役員向け広報資料および会員向け広報資料を活用し、士会員の協会への入会を促す。 

 
３．臨床実習指導者講習会について 

・今後、臨床実習指導者となるためには、講習会の受講が必須となります。 

・2025 年度から臨床実習指導者講習会が開催されます。 
 ・⼤卒 2 年課程、専⾨学校 3 年課程では、2026 年度の臨床実習（評価実習）から対象 
 ・⼤学 4 年課程では 2027 年度の臨床実習（評価実習）から対象となる。 

・2025 年から指導者講習会を開催できるよう各養成校と県⼠会が協⼒して準備を進めていく。 
 
４．学会 
１）第 25回⽇本⾔語聴覚学会 報告（兵庫県⾔語聴覚⼠会） 
参加者総数：3111名  演題：426 

２）第 26回⽇本⾔語聴覚学会 挨拶（⼭形県⾔語聴覚⼠会） 
  2025 年 6 ⽉ 27 ⽇（⾦）、28 ⽇（⼟） 
 
５. その他 
次回都道府県⼠会会⻑会議：11 ⽉ 16 ⽇（⼟）13〜16 時 ハイブリッド開催予定（東京） 

いよいよ ST 協会と県士会の一

元化に向け、具体的な課題の抽

出と解決を進めていきます。 

まずは周りの非会員の方へ両会

入会を促してください。 

養成校の実習によっていつま
でに講習会を受講すべきか異
なります。ご確認ください。 
 


